
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

中央支援学校高等部分教室の校舎増築について 

１ 事業の概要について 
本事業は、特別支援学校の施設の狭あい化の解消や障害に応じた教育環境の確保のため、中央

支援学校高等部分教室の体育館棟及び増築校舎棟を増築する計画となっています。 
【計画の概要】 
所在地 中原区上小田中3 丁目10 番５号（聾学校敷地内） 
構造・規模 体育館棟 鉄骨造３階建 

増築校舎棟 鉄骨造３階建 
建築面積 体育館棟   795.55 ㎡ 

増築校舎棟 345.51 ㎡ 
事業費 約21 億円（※） 延べ面積 体育館棟 1,735.09 ㎡ 

増築校舎棟 921.24 ㎡ 
工事内容 体育館棟（特別教室、アリーナ、小体育館ほか）の増築（建替え） 

増築校舎棟（通級指導室、特別教室、管理諸室ほか）の増築 
※工事費（建築、電気設備、機械設備、昇降機設備の各工事）と工事監理費の合計 

４ 補正予算等について 
令和６年第3 回市議会定例会に令和6 年度当初予算の一部減額補正及び債務負担行為変更

の議案を提出する予定です。 
 

２ 完成時期について 
令和8 年4 月からの供用開始に向けて、令和６・７年度工事の手続を進めていましたが、令和６

年６月の入札が不調となったことにより供用開始が遅れることとなりました。 
建替えのために体育館は既に解体を終えており、体育館・特別教室等の整備の遅れにより良好な

教育環境が確保できない状況が続くなどの学校運営への影響を踏まえ、早期に整備する必要があるこ
とから、令和6〜8 年度工事として再発注の手続を急ぎ、令和8 年9 月末の工事完成に向けて調
整を進めています。 

５ 今後のスケジュールについて 
体育館・特別教室等を早期に整備するため、令和６年度中の契約締結に向けた手続を進め、令和7

年第1 回市議会定例会に工事の契約議案を提出する予定です。 
 

 

３ 事業費の増額について 
入札不調による事業の開始時期の遅れにより、建築コストの高騰等の影響を受けたことから、事業

費全体で約7 億円の増額（約２１億円→約２８億円）となる見込みです。 
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【工事工程の概要】
令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

当初工程

現在見込

※スケジュールについては今後調整
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【補正予算の概要】
令和6年度 令和7年度 令和8年度

当初工程

現在見込

※債務負担行為の設定期間を令和6・7年度の2か年から令和6〜8年度の3か年に変更

予算
１年目工事予算

一部減額補正※

２年目工事予算

２年目工事予算 ３年目工事予算

 

【令和6年度の建築工事の契約に係る主な予定】
10月 11月 12月 1月 2月 3月

契約手続 入札 仮契約
教育委員会（定例会）
（提出予定議案の報告）

市議会定例会
（契約議案提出）

契約締結

 

 武蔵中原駅 

富士通川崎工場 

 

体
育
館
棟 

増築校舎棟 

聾学校敷地内 

【別途工事】普通教室は既存校舎内に整備予定 
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増額計

建築コストの高騰 資材コストや労務費の上昇に伴う増額 約7億円

【増額の主な項目】

報告事項No.１２


